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От автора 


Говорят, что японцы очень пунктуальные люди. Однако следует отметить, 
что в Японии ничего не решается быстро, так как любое начинание требует 
особой подготовки. В России всё везде и всегда требует много времени. При 
этом, русские начинают новые дела чуть ли не каждый день. 


С моей точки зрения, различия между традиционным японским и рос- 
сийским поведением наиболее ярко проявляется именно в отношении лю- 
дей ко времени, к планированию событий. Из-за этих различий возникают 
затруднения во взаимопонимании между представителями обеих культур, 
даже если обе стороны говорят на японском и формальные правила поведе- 
ния соблюдаются в полной мере. Людям сложно понять друг друга. 


Это пособие поможет Вам познакомиться с японской традицией восприя- 
тия времени, способами планирования событий, отмечания праздников 
ит. д. Вы также сможете сами приобрести навыки японского стиля планиро- 
вания жизни выполнив упражнения. Во время работы над ними, подумайте, 
в чём проявляется общее и различное между Россией и Японией. Надеюсь, 
что это пособие поможет Вам не только получить новые знания о японской 
культуре, но и лучше понять себя и окружающих! 


В заключение я хотела бы выразить некоторые благодарности: 


Л. А. Ворониной-сэнсэй, которая дала мне шанс подготовить это посо- 
бие и сделала много важных замечаний. 


Ш. Киндзё-сэнсэй, который на основе большого опыта и знаний препо- 
давания японского языка, дал советы по подготовке упражнений. 
Отдельная благодарность моему мужу за терпение и поддержку в повсед- 
невном межкультурном общении со мной. 
Мики Гиря 
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С こと ば 、 


37 ЫА JR ғ М абе р 
何 の こ と で すか ? 日 本 語 で 答え な さい 。 | КҮ 
1) ロシア で も よく あり ます 。 こ れ が ある と 長い 時 間 待ち ます 。 


м 


2) 家庭 で 小さ いと きか ら 必 要 で す 。 


3) / 仕 事 が 始ま る こと 。 


н 
МУ 


仕事 が 時 間 内 に 終わ ら ず に 、 続 く こ と 。 


2. こと ば の 説明 を 左 か ら え らん で 線 で つなぎ な さい 。 


1) 早 め に ・ ・ 両方 と も 同じ 立場 や 状態 に あり 
それ を 理解 し て いる こと 。 
2) お た が いさ ま ・ ・ それ まで の 行動 な どか ら 、 信 用 で きる と 
判断 する こと 。 
3) 指導 教官 ・ ・ 学問 や 研究 の 方 針 を 教え る 先生 。 | 
4) Е 用 ・ ・ きま っ た 時 刻 や 時 期 よ り 少 し は や いこ と 。 


3. に た 意味 の こと ば を 選び な さい 。 

1) {т 動 ( 動 カ 、 行 事 、 行 い 、 行 き 先 ) 

2) 取引 先 (水引 、 お 客 さ ん 、 先 生 、 取 得 ) 

3) 長引く (終わ る 、 ず っ と 続く 、 気 が 長い 、 引 き 返 す ) 


1、5 分 前 行動 を し まし ょ う 


НН ろか ら 時 間 に 遅 れ な いよ うに 、 早 め に 行動 する よ 
こし つけ られ ます 。 た と えば 5 分 前 行動 と いう 滞 葉 を 知っ て いま す 
か 。 学校 や 待ち 合わ せ に 遅れ な いた め に 、 い つも より 5 分 早く 起き ま 
し ょ う 、 い つも より 5 分 早く 家 を 出 ま し ょ う 、 と いう 考え 方 で す 。 親 
や 先生 た ち は 子 ども た ち に 「5 分 前 行動 を し まし ょ う 」 と 教え そる の で 
す 。 こ の よう に 日 本 で は 子ども の ころ か ら , 時 間 通 り に 行動 する よう 
に し つけ られ る の で 、 遅 刻 を 気 に す る 人 が と て も 多い の で す 。 待ち 合 
わせ に は いつ も 5 分 か ら 1 0 分 早く 到着 する 人 も いま す 。 バス や 電 
が 1 分 で も 時 刻 表 か ら 遅 れる と 、 駅 員 は 「 お 待た せ し て 大 変 申 し 訳 あ 
り ま せん 」 と アナ ウン ス し ます 。 ビジ ネス で は 遅刻 に よっ て 信用 を 失 
うと 考え る の で 、 取 引 先 や クラ イア ント と の 約束 に は と て も 気 を つか 
いま す 。 30 分 も 前 か ら 相 手 の 会 社 の 近く で 待っ て いる 人 も いま す 。 

で は 、 待 た され る 場合 は どう で し ょ うか 。 仲の いい 友だち 以外 で は 
面 と 向かっ て 遅刻 を 怒る こ と は あま りな いで し ょ う 。 ま た 10 分 くら 
い の 遅 刻 な ら 、 お た が いさ ま と 目 を つぶ る こと も ある で し ょ う 。 し レ し 
か し いつ も 待ち 合わ せ に 遅れ て い 
る と 、 だ ん だ ん 誘わ れ な く な っ た , 
り 、 仕 事 を た の まれ な く な っ た り 
し ます 。 日 本 で は 時 間 に 正 確 と い 
う 態度 は 、 大 き な 長 所 な の で す 。 

分 な きん は 5 分 前 行動 に つつ MY で ざ > 

う 思い ます か 。 ま た みな さん は 時 Е 
間 に 正確 で すか 。 み な さん の 国 で ., 
は どう で し ょ うか 。 


あな た な ら 何 時 に 来 ま すか ? ど うし て で すか ?: ド C 1 


大 学 の 授業 


①13 時 <、 日 本 語 の クラ ス 


②10 時 30 分 こ 、 日 本 史 の 講義 


、 仕 事 (始業 時 間 は 9 時 ) 


、 プ ライ ベー ト な 待ち 合わ せ 


① 友 だ ちと 映画 へ 、 映 画 は 18 時 
② 先 輩 と 飲み に 、 駅 前 に 20 時 の 待ち 合わ せ 


引導 教官 の 論文 指導 (大 学 の 研究 室 に 15 時 ) 
/ 1 4 | 


ョ ン も 


、 ビ ジネス 


① 昔 な じみ の 取引 先 を 訪ね る 。 約束 は 14 時 


・ の @ 新 し い お 客 様 を 訪ね る 。 約 束 は 11 時 


あれ れ 、 道 が すい て いた ! 
待ち 合わ せよ り 早 く 到 着 で きま す 。 ど うし ます か ? 


、 友 だ ちの 家 を 訪ね る 。 約 束 は 17 時 
、 ビ ジネス で 昔 な じ み の 取 引 先 を 訪ね る 。 約束 は 14 時 


、 ビ ジネス で 新しい お 客 様 を 訪ね る 。 約束 は 11 時 


大 変 ! 遅 刻 だ ! гы ары 


あな た な ら 、 ど う や っ て 遅刻 の 理由 を 説明 し ます か 。 


、 大 学 の 授業 


①13 時 <、 日 本 語 の クラ ス 


②10 時 30 分 ^、 日 本 史 の 講義 


、 仕 事 (始業 時 間 は 9 時 ) 


、 プ ライ ベー ト な 待ち 合わ せ 


① 友 だ ちと 映画 へ 、 映 画 は 18 時 


② 先 輩 と 飲み に 、 駅 前 に 20 時 の 待ち 合わ せ 


、 指 導 教 育 の 論 答 文 指導 (大 学 の 研究 室 に 15 時 ) 


、 ビ ジネス 


① 昔 な じみ の 取引 先 を 訪ね る 。 約 束 は 14 時 


@② 新 し い お 客 様 を 訪ね る 。 約束 は 1 時 
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その 


Я. 


т 


大 学 の 授業 


仕事 (始業 時 間 は 9 時 ) 


ビジ ネス 


Чи, 


説明 は 適当 だ と 思い ます か 。 
どん な 理由 な ら 遅 刻 は 許し て も ら え ます か 。 


д та 
ЖЕК Е: 


、 プ ライ ベー ト な 待ち 合わ せ 


、 指 導 教官 の 論文 指導 (大 学 の 研究 室 に 15 時 ) 


и 


оо 


ЕЯ кН. НИ. ЗЕЕ.“ 
会 話 練習 し DWH 


会 話 例 を 読ん で 下さ い 。 

先生 、 こ ん に ち は 。 遅れ て も うし わけ あり ませ ん 。 < 
こん に ち は 。 ど うし た ん で すか 。 約束 は 15 時 で し た よ 。 

日 本 語 の 授業 が 長引い て し まい ま し た 。 試 験 が あっ た ん で す 。 
本 当 に すみ ませ ん 。 

そう で し た か 。 そ れ で は 、 始 め ま し ょ う が か が 。。 。 


お 電話 あり が と う ご ざ いま す 。ABC 社 で す 。 

ロシア 商事 の イワ ノ フ で す 。 営業 部 の 山田 さん を お 願い し ます 。 
は い 、 少 々 お 待ち 下さ い 。 эр) 
も し も し 、 お 電話 か わり まし た 。 山田 で す 。 

あ 、 山 田 さ ん 、 イ ワ ノ フ で す 。 ЖА ч 
о, рад УЕ 

実は 今 、 新 宿駅 に いる ん で す が 、 電 車 の 事 逆 が あっ て 、 到 着 が 
30 分 ほど 遅れ る と 思い ます 。 
ЭТУ, ХЮ БР 
すみ ませ ん が 、 よ ろ し く お 願 
いし ます 。 
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Т Та ツー サラ きん 。 どき うし まし た か 

実は 、 電 車 の 事故 が あっ て 、30 分 ほど 遅れ る と 思い ます 。 ~ 
そう で すか 、 分 か り ま し た 。 а | 

すみ ませ ん 、 よ ろ し く お 願 いし ます 。 


тым 


① 残 業 が あっ て 、 ② 会 議 が 長引い て 、 
③ 渋 滞 が ひど く て 、 〈④⑥ ね ぼう し て 
⑤ 電 車 を まち が えて し まっ て 、 時 間 を まち が えて し まっ て 、 


5-3 次 の 内 容 で 、 会 話し て 下さ い 。 
ア 、 友 だ ちと 映画 。 
А: 道 に ま よ いま し た 。 
B: 映画 館 の 前 で 待っ て いま す 。 
イ 、 荷物 受取 
А: 配達 員 。 渋 滞 で 遅れ ます 。 
В: 家 で 待っ て いま す が 、 後 1 時 間 で 大 学 へ 行き ます 。 
ウ 、 論 文 指導 | 
А: 学生 。 昨日 レポ ー ト を 書い て いて 、 寝 坊 し まし た 。_ 
В: 指導 教官 - 
=з Ру УНУ 
A: 発 表 者 。 発 表す る 部 屋 が 分 か ら ず 、 ま よい まし た 。 
B: 発 表 を 聞く 人 。 
オ 、 仕 事 の 面談 
А: 営業 の 人 。 電車 が 遅れ て いま す 。 
B: 新しい クラ イア ント 。 


いつ 、 だ れ が この 計画 を 使い ます か ? 


ПИЕ ШЕУ 
ш. 1.290 7А 2014 


Ж, 


ШЕ? 3800 プレ ゼン の 準備 


[Г] П 16:00 Охи 


[ і 20:45 УЗ 


必要 単位 数 


人 文 分 野 よ り 8 単位 以上 選択 


社会 分 野 よ り 8 単位 以上 選択 


自然 分 野 よ り 8 単位 以上 選択 


| 生物 学 
化学 


物理 学 
| 自然 科学 史 
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英語 + 選択 科目 より 4 単位 以上 選択 


ドイ ツ 語 Сз で 
外国 語 科目 選択 科目 | フラ ンス 語 ーー 
中 国語 | __ 


ロシア 語 Шз» зз з шы. 
保健 体育 科目 | 必修 科目 | 体育 講義 


体育 実技 
日 本 文学 概論 а |40 単 位 必 修 


日 本 文学 史 
日 本 語文 法 


専門 科目 

中 国文 学 史 “| НИ 
漢文 学 ч |... у 
日 本 美術 史 а | НЯ 
選択 科目 | 西洋 美術 史 。 |14 | | 
| 社会 思想 史 。 14 | | 
СЕГО | | 
[нж а 
| 情報 科学 実習 [|4 | | 

大 学 1 年 次 の 時 間 割 例 


火 
心理 学 基礎 | フランス語 会 話 1| 情報 科学 


フラ ンス 語 会 話 I 日 本 語文 法 | 日 本 文学 概論 


3 話 語 フラ ンス 語文 法 I 
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さく ら え い が か ん 
17 月 の スケ ッ ジ ュー ル 。。。。 


90000686) 


ить | 【3D】 キ ャ ファ テ ン ロシア 


„| 10:00 
| 


12:50 | 15:40 | 18:30 
«рэ шэ | 


サン シャ イン ・ ハ ンタ ー 


11:45 аар аа чево 
«за «тэ 
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こと ば 


. に た 意味 の こと ば を 選び な さい 。 


手帳 (手紙 、 通 帳 、 ノ ー ト 、 携 帯電 話 、 テ キス ト ) 

住所 録 (アド レス ブッ ク 、 連 絡 、 録 音 、 住 民 票 、 郵 便 番号 ) 
推薦 状 (招待 状 、 紹 介 状 、 案 内 状 、 質 問 状 、 感 謝 状 ) 

開催 (開け る 、 と りお こ な う 、 出 発する 、 始 まる 、 終 了 す る ) 


. 関係 の ある 言葉 を 線 で つなぎ な さい 。 


年 末 ЖЖ | 
М. 西暦 一 般 向 け 
面接 
年 始 テス ト 
\ 学生 対象 


. 関係 の な いこ と ば を 選び な さい 。 


計 画 (№9. РЖ. 750) 
早見 表 (リス ト 、 早 口 、 一 覧 ) [ 
時 間 割 (タイ ム テ ー ブ ル 、 授 業 計画 、 割 引 、 予 定 表 ) 


年 間 予定 表 (大 学 、 高 校 、 会 社 、 博 物 館 、 映 画 館 、 喫 茶店 ) 
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4. こと ば の 説明 を 左 か ら え らん で 線 で つなぎ な さい 。 
1) 臨機 応変 ・ ・ た くさ ん の 人 に 向かっ て 、 一 つの テー マ 
| で 話 を する こと 。 + 

2) 必要 書類 ・ ・ 特別 な 目的 で 1 年 を 区 切る 方 法 の こと 。 

3) 履歴 書 ・ ・ どん な 勉強 を し 、 ど ん な 仕事 を し た か 
な ど 、 そ の 人 が どん な 人 間 か が わか る 
文書 の こと 。 

4) 在学 証明 書 .。・  ・ その と き の 状 況 に 合わ せ て 、 行 動 す る 
Мей „8 

5) = ЇЙ . ・ な く て は な ら な い 、 い くつ か の 文書 の 
а 

6 年 Шо. ・ ・ その 大 学 や や 学校 で 勉強 し て いる こと を 


示す 書類 の こと 。 
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1、 あ な た だ は 計画 好き 7 で" ー 3. № 


日 本 で は 年 末 あ る い は 年 度 終わ りこ ろ に 書店 な ど に いろ いろ な 種類 の 
手帳 が な ら び ます 。 手帳 の 中 に は カレ ンダ ー 補 住所 録 、 日 記 の スペ ー 
ス や メモ 、 西 暦 和 暦 早 見 表 な どの 便利 な ペー ジ が つい た も の も あり ま 
す 。 学生 も 社会 人 も 自分 の 好み や 生活 に 合っ た 手帳 を えら び 、 自 分 の 
予定 を 書き 込み 、 一 年 や 一 日 の 計画 を つね に 確認 する の で す 。 学 校 で 
は 新 学 期 に 時 間 割 が くば られ ます 。 大学 で は 4 月 に 学生 た ち が 自 分 で 
時 間 割 を 作り ます 。4 月 に は 博物 館 や 区 役所 、 文 化 ホ ー ル な ど 色 々 な 
場所 で 年 間 予 定 表 が 発表 され ます 。 企業 で は 一 日 、 一 週間 、 一 か 月 、 
一 年 、 数 年 な ど さ ま ざま な 生産 や 販売 の 計画 を 作り ます 。 

日 本 で は 前 も っ て 計画 を きち ん と 立て て 、 そ れ に 合わ せ て 行動 し 、 結 
果 を 出す こと は 良い こと だ と 考え ます 。 も し 計画 通り に 進ま な いと し 
て も 、 原 因 を 考え て 修正 する こと が で きま すか ら 、 計 画 が ある と 便利 
で す 。 反 対 に と つ ぜ ん 計画 外 の こと を する の は 少し 大 変 で す 。 学 校 や 
大 学 で は 年 間 の 行事 予定 が 決ま っ て いま すか ら 、 と つや ぜん 来 月 ロシア ・ 
フェ ステ ィ バ ル を や り ま し ょ う 、 と 言っ て も 実行 する の は むず か し い 
と 答え が 返っ て くる で し ょ う 。 新 し い 状況 に 合わ せ て 了 臨機 応変 に 対応 
する こと も 重要 だ と 考え ます が 、 予 定 外 、 そ し て と つ ぜ ん の 出来 事 に 
は 、 ま ず ネ ガ テ ィ ブ に 反応 し て し まう こと が 多い の で す 。 

みな さん は 計画 的 な 性 格 で すか ? み な さん の 国 で は どう で し ょ うか 。 
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2、 こ ん な 会 話 、 し た こと あり ませ ん か ? | 
どう し て 予定 が 決ま ら な か っ た の で し ょ うか 。 | 


Аб ра ‚ че е 


С 


例 1 


花 子 : サー シャ さん 、 再 来週 の 土曜 日 、 ひ まで すか ? о. 

サー シャ : 再来 週 ? ず いぶ ん 先 で すね 。 ど うし て で すか 。 

Е 子 : 映画 を 見 に 行き た いん で す 。 一 緒 に 行き ませ ん か 。 

サー シャ : も ちろ ん ! 

Е +: 何時 に どこ で 待ち 合わ せま し ょ うか 。 

サー シャ : え 、 で も 、 何 時 に どん な 映画 が ある か 分 か ら な いし 、 ま だ 
ずい ぶん 時 間 が ある し ・・・。 も っ と 後 で 決め まし ょ 5, 


例 2 


イワ ノ フ さん : 


Ш 田 さん : 


イワ ノ フ さん : 


Ш 田 さん : 


イワ ノ フ さん : 
山 田 さん : 


イワ ノ フ さん : 


山田 さん 、 来 週 日 本 の 経済 に つい て 、 講 演 を し て いた 


だ け ま せん か ? 

来週 で すか ? ずい ぶん 急 で すね 。 

昨日 社員 か ら 質 問 が あっ た ん で す 。 
せっ か く で すか ら 、 日 本 か らい らし て いる 山田 さん 
に 、 ぜ ひ お 話し し て いた だ きた いと 思っ た ん で す 。 
うー ん 、 で も 準備 も し な く て は いけ な いし 、 人 資料 も 用 
意 が 必要 だ か ら ・・・。 

大 丈夫 で す よ 。 み ん な 山田 さん の 話 を 開き た いで す 。 
あり が た いで す が ・・・。 や っ ぱり も う 少 し 先 の 日 付 に 
し ませ ん か 。 

来週 まで は 、 あ と 1 週間 あり ます よ ?? 
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3、 い つか ら 、 ど ん な 準備 ? 1 
準備 する こと は これ で 全部 で し ょ うか 。 
いつ か ら 、 ど う や っ て 準備 し た らい いで し ょ うか 。 


ПТИ に 関す る 講演 会 を し ます 。 
テー マ を 決め る 。 
日 時 と 場所 を 決め る 。 
・ 講演 する 人 を 決め る 。 
・ みん な に 知ら せる 。 
・ 当日 必要 な マイ ク 、 パ ソコ ン を さがす 。 


② 日 本 の 大 学院 へ 留学 し た い の で 、 申 し 込み ます 。 
面接 試験 の 申し 込み 締め 切り は 1 か 月 後 。 
・ 必要 書類 : 履歴 書 、 在 学 証明 書 、 研 究 計 画 、 指 導 教 官 の 推薦 状 
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4、 日 本 か ら の お 客 様 の た め に ペテルブルグ 市 内 観光 を 
準備 し て くだ さい 。 С. м 


ア 、 観 光 プ ログ ラム を 準備 し て くだ さい 。 
だ れ に ? 
kw う | 
どこ へ ? 


どう や っ て 


イ 、 和 観光 プロ グラ ム に つい て 相談 し て くだ さい 。 
いつ 5 


а Зарас д 
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5、 日 本 人 と 次 の よう な 行事 を いっ し ょ に 行い ます 。 
いつ ころ 、 ど ん な ふう に 準備 し た ら よ いで し ょ うか 。 


① 日 本 文化 に 関す る 講演 会 
日 本 人 の 専門 家 を 招待 。 学生 向け 。 


② 日 本 食 フ ェ ス ティ バル 
大 学 で 開催 。 学生 が 日 本 人 留学 生 と 一 緒 に 準備 。 一 般 向け 。 


③ サ ンク トペ テル ブル グ 市 内 観光 
日 本 か ら 来 る クラ イア ント の た め 。 


④ 日 本 企業 を 訪問 
ア 、 学 生 が 企業 を 見 学 し た い 。 
イ 、 古 い 取 引 先 へ 。 来 年 の ビジ ネス の 相談 。 


De poocgeus crpasgake Э 
だ れ の 誕生 日 を 祝い ます か ? 。 — 
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о» 


例 ) すこ や か な 


п 習 Ж 
2) = Ж 


3) 年 中 行事 
4) 月 の 満ち 欠け 


‘a 


а RS а や + 
(元気 な 、 健 康 な 、 う れい 、 じ ょ うぶ な 、 
好調 な ) 
(歯みがき 、 は し で 食事 、 毎 朝 の コー ヒー、 
スポ ー ツ 、 仕 事 ) | 
И РДБ, у, СЕ) 
(正月 、 結 婚 式 、 ひ な 祭り 、 十 五 夜 、 ク リス マス ) 
(満月 、 半 月 、 三 日 月 、 二 月 、 新 月 ) 、 


2. こと ば の 説明 を 左 か ら え らん で 線 で つなぎ な さい 。 


1) きっ か け ・ 
2 ЖГ» 
3) 節目 ・ 

4) 参拝 する ・ 


5) けが れ を は ら う ・ 


・ 豆 を な げ て 広く 回 り に ちら すこ と 。 

и, | 

・ 何 か を する 原因 。 

・ 悪い 場所 や 心 、 状 態 を きれ い に す る こと 。 

・ 成人 や 結婚 な ど 、 人 生 の 中 で 自分 の 
役割 が 変わ る 特別 な 出来 事 。 


6) 豆 を まく ・ ・ 何 か が 終わ っ た 後に 残っ た 、 
その 気配 や えい きょう 。 
7) 模 す ・ ・ 神社 や 寺 な ど に 行く こと 。 
8) 立身 出世 ・ ・ 社会 的 に 高い 地位 に つい て 名 声 を 得る 
АЫ 
3. 関係 の ある 言葉 を 線 で つなぎ な さい 。 | * 
太陽 礎 太陰 暦 ーー お 年 玉 
拝啓 | 子孫 | + 長寿 
РА | жЕ к 
敬具 © 実家 月 © 墓参 り 
先祖 太 巻 き すし 
お ひさ ま 両親 年 越し 


1、 日 本 の 誕生 日 補い 


日 本 で は 子ども の と き 誕 生日 祝い を し ます が 、 大 人 に な っ て か ら は あ 
まり し ませ ん 。 親 し い 友 人 が メッ セー ジ を 送り 合っ た り 、 そ れ を きっ 
か け に 食事 に 行っ た りす る 程度 で す 。 苦 は 誕生 日 を 個別 に 祝う 習慣 は 
な く 、 お 正月 に みな 一 度 に 年 を 取る と 考え られ て いま し た 。 お 年 玉 の 
習慣 は その ころ の な ご どり だ と 言わ れ て いま す 。 

一 方 、60 歳 以上 の 節目 の 年 齢 で は 親戚 や 友人 、 同 僚 た ち が 集 まっ て 大 
きく 長寿 の 祝い を 行う こと が あり ます 。60 歳 は 還暦 と よ ば れ 、 生 まれ 
た 年 の 干支 に も どる こと か ら 、 ひ と めぐ り し て 子ども に 戻っ た と 考え 
られ ます 。 そ の た め 昔 は 子供 用 の 赤い ちゃ ん ちゃ ん こ を 贈り まし た 。 
その 他 100 歳 まで の 長寿 祝い は 表 に 示さ れ て いま す 。 

みな さん は 誕生 日 祝い を し ます か 。 ま た 特別 な 長寿 祝い は ある で し ょ 
うか 。 


唐 の 詩人 が 「 人 生 七 十 古来 稀 な り 」 と 言っ 
た こと か ら 
「 喜 」 の くず し 字 が 七 十 七 と 読め る か ら 
「 傘 」 の くず し 宇 が 八 と 十 に 見 える か ら 。 
米寿 ( べ い じゅ ) ここ | 「 米 」 の 字 を 分 ける と 八 、 十 、 
八 に な る か ら 。 
卒 寿 (そつ じゅ ) 「 卒 」 の くず し じ が 九 、 十 と 読め る か ら 。 
白寿 (は くじ ゅ ) 百 か ら 上 の 一 を 取る と 「 白 」 に な る か ら 。 
ня (ひゃく じゅ о 
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2, 


日 本 の カレ ンダ ー | ож 


ра 


現在 日 本 で は ヨー ロッ パ な ど 多 く の 国 と 同じ よう に グレ ゴリ オ 暦 を 使 
っ て いま す 。1873 年 に これ が 取り 入れ られ る まで は 、 月 の 満ち 欠け に 
よる 太陰 暦 や 古代 中 国 で 使用 され た 二 十 四 節 気 と いう 暦 の 二 つ を 使 


い 、 


季節 や 月 日 を 数 えて いま し た 。 昔 の 暦 に 基づい た 年 中 行事 は 今 で 


も 日 本 文化 の 中 に の こっ て いま す 。 代表 的 な 年 中 行事 に は 次 の よう な 
も の が あり ます 。 


次 


正月 
1 月 1 っ 倫 有 日 まで 移 三 吉 朋 。 ТАТНЕТ Е Д, 
この 期間 を 正月 と よび ます 。 親戚 が 集まっ て 過ごし た り 、 神 社 な 


- ど を 参拝 し た り し て 過ごし ます 。 


節分 

2 月 3 日 。 春 が 始ま る 前 
の 日 と され 、 豆 まき を し 
< ГАД еее. 
「 員 は 外 、 福 は 内 」 と 言 
いな が ら 家 の 内 外 に 豆 を 
まき ます 。 地域 に よっ て 
は 健康 を 願っ て 太 巻 き を 
食べ る 地域 も あり ます 。 
ひな 祭 

女の子 の 健やか な 成長 と 
幸せ を 願い 、 ひ な 人 形 を 飾っ て 祝う 祭 で す 。 ひ な 人 形 は 結婚 式 の 
様子 を 模 し た も の で 、 女 の 子 が 生ま れる と 贈ら れ ま す 。 

ゴー ルデン ウィ ー ク 

4 月 末 か ら 5 月 初め に か け て 多く の 祝日 が 続く 、 大 型 連休 期間 の 
こと 。 日 本 で は まとまっ た 休み が 少な く 、 ま た 春 で 気 師 が よく な 
る た め 、 こ の 期間 に 多く の 人 が 旅行 や イベ ント に 出かけ ます 。 
端午 の 節句 ... А үр чка 

5 月 5 日 。 男の子 の 祭 と され 、 宮 や 鎧 を か ざり 、 こ い の ぼ り を 立 
て て 、 男 子 の 成長 や 立身 出世 を 願う お 祝 を し ます 。 
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х БЖ | 

先祖 供養 の 行事 で 、 8 月 13 日 か ら 16 日 を お 盆 と 呼び ます 。 親戚 が 
集まっ て 墓参 り を し た り 、 特 別 な 行事 を し た り し ます 。 こ の 期間 
は 政府 が 定め た 祝日 で は な いで す が 休 み に な る 会 社 も 多く 、 沢 山 
の 人 が 実家 に 帰り ます 。 

х 十五夜 
9 月 7 日 か ら 10 月 8 日 の 間 に く る 満月 の 
日 の こと 。 秋 の 美しい 名 月 を 鑑賞 する 
も の で 、 丸 い 月 見 だ ん ご や スス キ を 帥 
0 ЖУ, 

Уг クリ スマ ス 
キリ スト 教徒 に と っ て は キリ スト の 誕生 
日 を 祝う 日 で す が 、 日 本 で は 家族 や 恋 
人 同士 が 贈り 物 を し た り 、 パ パー ティー 
を し た りす る イベ ント で す 。 

х ХН 
12 月 31 日 、 一 年 の 最後 の 日 の こと 。 一 
年 の うち に 受け た 汚れ を は ら 2 大 掃除 
を し 、 家 族 が 集まっ て 年 越し そば を 食 
ます 


この 他 に 日 本 の どん な 年 中 行事 を 知っ て いま すか 。 あ な た の 国 で は ど 
ん な 年 中 行事 が あり ます か 。 日 本 の 行事 と 似 て いま すか 。 
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3、 お 祝い の こと ば の 例 ー 
それ ぞ れ だ れ が 、 だ れ に 、 何 の お 祝い を 言っ て いる の で し ょ 
うか ? 


① 
明け まし て お めで と う ご ざ いま す 。 
去年 は 色々 と お 世話 に な り ま し た 。 


кезле» 
山田 太郎 
だ れ が ? 
だ れ に ? 
何 の お 祝い ? 
Ө 


この た び 、 め で た く 居 暦 を 迎え られ まし た と の こと 、 つ つ し ん で お 祝 
い 申 し 上 げ ま す 。 い つも お 元気 で 若 々 し い お 姿 か ら 、 今 年 還暦 と お 伺 
いし て 驚い て お り ま す 。 
お 祝 の し る し に 卒業 生 一 同 より 先生 の お 好き だ っ た ワイ ン を お 送 り い 
た し まし た の で 、 お 納め くだ さい 。 
これ か ら も 、 ま すま す の ご 健勝 、 ご 活躍 を 期待 し ます と と も に 、 私 た 
ち に 対し て も 、 こ れ ま で 以上 の ご 指導 よろ し く お 願 いい た し ます 。 
山下 先生 

卒業 生 一 同 


だ れ が ? 


ie 
何 の お 祝い ? 
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Ө 

むず か し い 人 入試 を 突破 し て 、 晴 れ て 大 学生 と な っ た 新入 生 の みな さ 
ん 、 お めで と う ご ざ いま す 。 こ の 山田 研究 室 で は 、 文 化学 を 学ぶ わけ 
で す が 、 み な さん は どん な 文化 に きょう み が あ り ま すか 。 今 日 は 自己 
紹介 を し て 、 色 々 と 話 を し て みた いと 思い ます 。 


だ れ が ? 
だ れ に ? 
何 の お 祝い ? 


@ 
メリ ー ク リス マス | 
ホワ イト クリ スマ ス で 良かっ た ね ! 
| #0 
だ れ が ? 
だ れ に ? 
何 の お 祝い ? 


⑤ 
Н 礎 ら わん まん の 候 、 田 中 会 長 に は ます ます ご ぶ 壮 健 に て 古希 を お 迎 
えと の こと 、 心 より お 慶び 申し 上 げ ま す 。 
今 も な お 第 一 線 で ご 活躍 の 会 長 の ご 様子 に は 、 敬 服 い た す ば か り で ご 
ざい ます 。 つ ね 日 ご ろ の な みな みな ら ぬ ご 指導 に 心から の 感謝 と 敬意 
を こめ て 、 社 員 一 同 よ り 心 ば か り の お 祝 の 品 を お 送り いた し ます 。 
これ を 機 に 、 ま すま す お 元気 で ご 活躍 くだ さい ます よう 、 心 より お 祈 
り 申 し 上 げ ま す 。 
敬具 
平成 〇 年 〇 月 〇 日 


だ れ が ? 
だ れ に ? 
何 の お 祝い ? 
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⑥ 

佐藤 先輩 、 は な こさ ん 

ご 結婚 お めで と う ご ざ いま す 。 お 二 人 の 四 出 を 心から お 祝い 申 し あげ 
ます 。 . 25, ; 
田中 友子 


だ れ が ? 
だ れ に ? 
何 の お 祝い ? 


©, 
新店 舗 オ ー プ ン お めで と う ご ざ いま す 。 御 社 の ます ます の ご 発展 を 祈 
ос, ЕЖ ! 


だ れ が ? 


ТАЕ е 
何 の お 祝い 2 
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4、 会 話 練習 


4-1 次 の 会 話 を 読み な さい 。 い つ 、 ど ん な お 祝い で すか 。 
Ф | 

А: も し も し 、 田 中 さん で すか 。 オ リガ で す 。 

В: オリ ガ さ ん 、 明 け ま し て お めで と う ご ざ いま す 。 

А: 明け まし て お めで と う ご ざ いま す 。 田中 さん 、 い つも 日 本 語 の 勉 
強 を て つ だ っ て くれ て 、 あ り が と う ご ざ いま す 。 今年 も どう ぞ よ ろ し 
く お ね が いし ます 。 

В: こち ら こ そ 、 ま た ロシア の 話 も 聞か せ て くだ さい 。 


: 鈴木 さん 、 土 曜日 は いそ が し いで すか 。 

: いい え 、 と くに 予定 は な いで す よ 。 

: 実は 、 今 日 わた し の 誕生 日 な ん で す 。 

: そう で すか 。 サ ー シ ャ さん 、 お 誕生 日 お めで と う ご ざ いま す 。 

: あり が と う ご ざ いま す 。 ロ シア で は 大 人 で も 誕生 日 の 祝い を する 
ん で す 。 土 曜日 に 友だち が うち に 来 ま す 。 鈴 木 さ ん も ぜひ あそび に 来 
て くだ さい 。 

В: へ え 、 お も し ろ い で すね 。 ぜ ひ 行 きま す 。 何 時 で すか 。…・ ОЁ 


Ба. 


③ 

A: イワノフ さん 、 今年 も いい 仕事 が で きま し た ね 。 あ り が と う ご ざ 
Е 1 У 
В: こち ら こ そ 、 い ろ い ろ お 世話 に な り ま し た 。 来年 も いい 年 に な る 
と いい で すね 。 

А: は い 、 が ん ば り ま し ょ う 。 そ れ で は 、 よ い お 年 を ! 

В: よい お 年 を ! 
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4-2 いつ 言い ます か 。 74 


ア 、 お 英生 日 お めで と う ! 
イ 、 よ い お 年 を ! >” 
ウ 、 お に は 外 、 ふく は うち ! | 
>. ирек, 
オ 、 明 け ま し て お めで と う ご ざ いま す 。 


カ 、 メ リー クリ スマ ス ! 


4-3 次 の 内 容 で 電話 を か け ま し ょ う 。 
ア 、 友 だ ちの 誕生 日 


イ 、 先 生 に 新年 の あい さ つ = 
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ey 


5、 お 祝 の 言葉 を 準備 し まし ょ う ! 


① 先 生 の 古希 祝い (手紙 ) 
② 会 社 の 創立 20 年 記念 (スピ ー チ ) 
③ 友 人 の お 父さん の 還暦 祝い (手紙 ) 


③④ 友だち の 赤ちゃん 誕生 (手紙 ) 


お 歳暮 を 贈り ます か ? 


この 冬 お 歳暮 を お くり ます か ? 
お 歳暮 を 贈る ろう と 
思っ て いる 人 は 何 % で すか 。 


画 贈る 予定 К. 

ш 贈る 予定 は な い 検討 中 

m 検討 中 | 
15, 3% 


お 歳暮 ギフ ト の 価格 帯 は ? 
プレ ゼン ト の 平均 的 な 値段 は いく ら で す か 。 


1 万 円 以上 Еш 
9 千 円 台 上 
8 千 円 台 
7 千 円 台 
6 千 円 台 
5 千 円 台 
4 千 円 台 
3 千 円 台 
2 千 円 台 
2 千 円 未満 


0 10 20 30 40 50 60 


2013 年 11 月 イン ター ネッ ト 調 査 : ого ооо 
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г ゝ ү ан 
| 7) Сдал — эй, дка gbaorcenas, | 


5) 


3. 


АТ ТОТУ, 


я Ж (お じ さ ん 、 い と こ 、 お ば さん 、 お い 、 ие) 
ии 物 (本 、 花 びん 、 ケ ー キ 、 バ ス 、 電 池 ) 
詩 歌 (短歌 、 俳 句 、 詩 、 小 説 ) 

КЕЕ: е (葬式 、 成 人 の 日 、 お 墓参 り 、 引 っ 越し 、 結 婚 式 ) 
お みや げ (マト リョ ー シ カ 、 東 京 タ ワー の ボー ル ペ ン 、 | 
| о ISPb の T シ ャ ツ ) 
けい こざ ご と (料理 、 柔 道 、 ダ ンス 、 い け ば な 、 公 園 ) 
‚ 海産 物 с 

こと ば の 説明 を 左 か ら え らん で 線 で つなぎ な さい 。 
贈り 物 に た くす ・ ・ 何 度 も 、 つ ね に する こと 。 


負担 に な る . ・ 自分 が で きる 以上 に あたえ られ た 
仕事 や 期待 で こま る こと 。 
日 常 的 2 ・ プレ ゼン ト を する こと を と お し て 
# 気持 ち を 伝え る こと 。 
ん ぱん (に ) + с プレ ゼン ト を も ら っ た 後 、 そ の 人 
に プレ ゼン ト を する こと 。 
お 返し * ・ 毎日 する こと 。 


関係 の ある 言葉 を 線 で つなぎ な さい 。 


仲人 葬式 
香典 お 中 元 
師走 
結婚 式 お 歳暮 
+—ЯА ーー ンー フレ ピン ト 
包み 
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日 本 人 は 贈り 物 が 好き ~ 


日 本 語 で は 「 品 物 や 詩歌 な ど を 送っ た り 、 送 り 返 し た りす る こと 」 を 
「 贈 答 」 と いい ます 。 年 中 行事 で の 贈り 物 、 冠 婚 葬 祭 で の 贈り 物 、 日 
常 的 な お みや げ な ど 、 日 本 で は ひん ぱん に 贈り 物 と お 礼 返し を 繰り 返 
し て いま す 。 
お 中 元 と お 歳暮 と いう 習慣 が あり ます 。 こ れ は いつ も お 世話 に な っ て 
м о А 
贈る の は 7 月 初旬 か ら 中 旬 、 歳 暮 は 1 2 月 中 旬 か ら 下 旬 に 行わ れ ま 
+. сю き 慣 の お か げ で 日 本 で は 年 に 2 回 正式 に 感謝 の 気持 ち を 贈り 
物 に た くし て 伝え る こと が で きる と 考え られ ます 。 現在 で は 、 親 や 
親戚 、 上 司 、 仲 人 、 け いこ ご と の 先生 な ど に 、 食 料 品 な ど を 贈る こ 
と が 多い で す 。 お 中 元 に は ビー ル 、 お 歳暮 に は 海産 物 や 日 本 酒 な ど 
を 、3000 円 程度 に まとめ て 贈り ます 。 こ れ は 贈る 方 、 贈 られ る 方 の 両 
方 に 負担 に お なら な いよ うに 、 あ まり 高価 な 物 は 贈ら な いと 気づか うた 
めで す 。 こ れ は 、 日 本 の 贈答 で は お 返し が 必要 で 、 そ の 時 は も ら っ た 
も の と 同じ くら い の 物 を 返す か ら な の で す 。 
以前 は お 中 元 や お 歳暮 は 直接 相手 の 家 に 届け に 行き まし た 。 し か し 現 
在 は 郵送 する こと の 方 が 多い で し ょ う 。 そ れ で も 贈り 物 に 手紙 を 入れ 
た り 、 特 別 な 包み 紙 を 用 意 す る こと は 今 で も 行わ れ て いま す 。 
みな さん は どん な 贈り 物 を し ます か 。 み な さん の 国 で は どん な 贈り 物 
の 習慣 が あり ます か 。 
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水引 の 例 
水引 ( 花 結 び ) ` 水引 (結び きり ) мәсә) 
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3、 添 レン РОМ 例 | АЗ з аа '} т 
それ ぞ れ だ れ が 、 だ れ に 、 何 を 贈っ て いま すか ? 
ВЭС Ў 


① | . 
拝啓 著 気 厳し き 折 で は ご ざい ます が 、 み な さま に は ます ます ご 健勝 
の こと と お 喜び 申し レ し 上げ ま す 。 

日 頃 は 、 公 私 に わた り 何 か と お 世話 に な り 、 心 より お 礼 申 し 上 げ ま 
а. 

つき まし て は 、 お 中 元 の し る し まで に 、 本 日 ゼリー の 詰め 合わ せ を 
送ら せ て いた だ きま し た 。 ささ や か な 品 で は ご “ざい ます が 、 な に と ぞ 
ご 笑 納 く だ さい ます よう お 願い 申 し 上 げ ま す 。 

ます ます の 酷暑 に 体調 を くず され ませ ぬ よ う 、 な に と ぞ ご 自愛 くだ 
さい 。 

本 来 な ら ば 、 直 接 お 伺い し て ご 挨拶 申し 上 げ る べき と ころ 、 ま こと 
に 失礼 と は 存じ ます が 、 書 中 に て 、 お 中 元 の ご 挨拶 を 申 レ 上 げ ま す 。 
| 敬具 
平成 〇 年 〇 月 〇 日 


だ れ が ? 
だ れ に ? 
何 を ? 
усе 


@ 
佐藤 様 


師走 を 迎え 、 何 か と 気 ぜ わし い 毎 日 で す が 、 ご 家族 の みな さま に は お 
変わ り ご ざい ませ ん か 。 

お か げ さ まで 、 こ ちら も 一 同 、 無 事 に 暮らし て お り ま す 。 

本 日 は 、 日 頃 の お 礼 と 歳 未 の ご あい さ つ 代 わり に 、 ハ ム を 一 箱 お 送り 
いた し ます 。 心 ば か り の 品物 で は ご ざい ます が 、 ご 笑 納 い た だ けれ ば 
幸い で す 。 
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寒い 日 が 続き ます が 、 ど う ぞ お 体 を 大 切 に 、 よ いい お 年 を お 迎え くだ 
さい 。 

まず は 歳 末 の ご あい さつま で 。 4 

イワ ノワ エレ ナ 
平成 〇 年 〇 月 〇 日 


だ れ が ? 
だ れ に ? 
何 を ? 

も を マ 


@ | 
ШЕК 師走 の 候 、 貴 社 ま すま すご 清祥 の こと と お 慶び 申し 上 げ ま す 。 
平素 は 、 格 段 の お 引き 立て を 賜り 、 厚 く お 礼 申し 上 げ ま す 。 
この 一 年 、 無 事 に 事業 を 展開 させ る こと が で きま し た の も 、 ひ と え に 
貴社 を は じ め 、 み な さま 方 の ご 支援 ご 助力 の 賜物 と 存じ 、 深 く 感 謝 い 
た し て お り ま す 。 
つき まし て は 、 本 年 多大 な る ご 厚 語 を 賜り まし た お 礼 と 、 歳 末 の ご 挨 
拶 を か ね まし て 、 さ さや か な 品 を 送ら せ て いた だ きま し た 。 
本 来 な ら ば 、 直 接 お 伺い し て ご あい さ つ 申 し 上 げ る べき と ころ 、 ま こ 
と に 失礼 と は 存じ し ます が 、 ご 受 納 く だ さい ます れ ば 幸い に 存じ ます 。 
年 末 ご 多忙 の 折り 、 み な さま に は 何と ぞ ご 自愛 の 上 、 幸 多き 新年 を 迎 
えら れ ま す よ う 祈 念 い た し て お り ま す 。 С bk 
来年 も 、 こ ご 指導 ご 鞭 捧 の ほど 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 
н 

平成 〇 年 〇 月 〇 日 

だ れ が ? 

だ れ に ? 

何 を ? 

どう し て ? 
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4、 贈 り 物 の 準備 を し まし ょ う ! 


ДТ ・ 
次 の よう な 人 た ち に プレ ゼン ト を 選び 、 そ の 理由 も 説明 し な さい 。 
① 大 学 時 代 の 先生 に 。 還 暦 の 祝い 。 


② 会 社 の 上 司 に 。 香典返し 。 
③ 友 人 に 。 結 婚 式 の 祝い 。 
④ 昔 な じみ の 取引 先 に 。 お 中 元 。 


⑤ 仲 人 に 。 お 歳暮 。 


ステ ッ プ 2 
次 の よう な 場合 どん な の し 紙 を 使い ます か 。 
① 大 学 時 代 の 先生 に 。 還 暦 の 祝い 。 


② 会 社 の 上 司 に 。 香典 返し 。 

③ 友 人 に 。 結 婚 式 の 祝い 。 

④ 昔 な じみ の 取引 先 に 。 お 中 元 。 
⑤ 仲 人 に 。 お 歳暮 。 
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ステ デップ 3 я | 
次 の よう な 場合 、 ど ん な 添え 状 を 書き ます か 。 
① 大 学 時 代 の 先生 に 。 本 暦 の 祝い 。 


② 会 社 の 上 司 に 。 香 典 返 し 。 
О ЛІС, 結婚 式 の 祝い 。 
④⑧ 昔 な じみ の 取引 先 に 。 お 中 元 。 


Ө ЛІС, Б, 


Сайты, е 


у 
へ 


6 ペー ジ 
こと ば иҗ, 


何 の こ と で すか ? 日 本 語 で 答え な さい 。 


ロシア で も よく あり ます 。 こ れ が ある と 長い 時 間 待 ち ま す 。 
渋滞 (じゅ うた い ) 
家庭 で 小さ いと きか ら 必 要 で す 。 
し つけ 
仕事 が 始ま る こと 。 
始業 (し ぎょ う ) 
仕事 が 時 間 内 に 終わ ら ず に 、 続 く こ と 。 
残業 (ざん ぎょ う ) 


こと ば の 説明 を 左 か ら え らん で 線 で つなぎ な さい 。 


и め に 両方 と も 同じ 立場 や 状態 に あり 、 
それ を 理解 し て いる こと 。 

お た が いさ ま それ まで の 行動 な どか ら 、 信 用 で きる と 
判断 する こと 。 

指導 教官 学問 や 研究 の 方 針 を 教え る 先生 。 

信 用 きま っ た 時 刻 や 時 期 よ り 少 し は や いこ と 。 


に た 意味 の こと ば を 選び な さい 。 


Е № ( 動 カ 行事 、( 行 い ) 行き 先 ) 
取引 先 (水引 、G 先生 、 取 得 ) 
長引く (終わ る 、 気 が 長い 、 引 き 返 す ) 
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18 ペ ー ジ _ 
Ce | 


1. - に た 意味 の こと ば を 選び な さい 。 


р 手帳 С) 携帯 電話 、 テ キス ト ) 
2) 住所 録 ッ グ 連絡 、 録 音 、 住 民 票 、 郵 便 番号 ) 
3) ее (招待 状 、( 紹 介 羽 案内 状 、 質 問 状 、 感 謝 状 ) 


4) 開催 (開け る 、 


と りお こ な め 出発 する 、 始 まる 、 終 了 す る ) 
2. 関係 の ある 言葉 を 線 で つなぎ な さい 。 оо ой 
Шш 7 жав 
西暦 ーー 
面接 
年 始 。 р 
学生 対象 


一 般 向 け 


3. 関係 の な いこ と ば を 選び な さい 。 

例 ) 計 画 (9. РЕ. 79) 

1) 早見 表 (ул, РА. —®) 

2) 時間割 (タイ ム テ ー ブ ル 、 授 業 計画 、 割 別 、 予 定 表 ) 
3) 年 間 予 定 表 (大 学 、 高 校 、 会 社 、 博 物 館 、 映 画 館 、 喫 茶店 ) 
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こと ば の 説明 を 左 か ら え らん で 線 で つなぎ な さい 。 


臨機 応変 た くさ ん の 人 に 向かっ て 、 一 つの テー マ 
ТЕ, 

必要 書類 特別 な 目的 で 1 年 を 区 切る 方 法 の こと 。 

履歴 書 どん な 勉強 を し 、 ど ん な 仕事 を し た か 
な ど 、 そ の 人 が どん な 人 間 か が わか る 
文書 の こと 。 

在学 証明 書 その と き の 状 況 に 合わ せ て 、 行 動 す る こと 。 

講 演 な く て は な ら な い 、 い くつ か の 文書 の 
е 74 

年 度 その 大 学 や 学校 で 勉強 し て いる こと を 


示す 書類 の こと 。 


は 


САННИ сл ЗИ 
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1 


例 ) すこ や か な 


1) 


3. 


26 ペー ジ 


(元気 な 、 健 康 な 、 う 導い 、 じ ょ うぶ な 、 


好調 な ) | 
я _ (歯みがき 、 は し で 食事 、 毎 朝 の コー ヒー、 
スポ ー ツ 、 偽 事 ) 
э: (ВЯ. КУ, ЗУ, р, 9) 
年 中 行事 (ЕН, ЖЖ ОЛЛО, КАЖ, 2) Аятул) 
月 の 満ち 欠け (В. Я, ЕНЯ, 2, 、 新 月 ) 
こと ば の 説明 を 左 か ら え らん で 線 で つなぎ な さい 。 
きっ か け 豆 を な げ て 広く 回 り に ちら すこ と 。 
な ご り まね る こと 。 
節目 何 か を する 原因 。 
参拝 する 悪い 場所 や 心 、 状 態 を きれ い に す る こと 。 
けが れ を は ら う 成人 や 結婚 な ど 、 人 生 の 中 で 自分 の 
役割 が 変わ る 特別 な 出来 事 。 
豆 を まく 何 か が 終わ っ た 後に 残っ た 、 
その 気配 や えい き ょ う 。 
模 す 神社 や 寺 な ど に 行く こと 。 
立身 出世 ーー 社会 的 に 高い 地位 に つい て 名 声 を 得る 
йа | 3 
関係 の ある 言葉 を 線 で つなぎ な さい 。 РОИ Р 
太陽 礎 太陰 暦 お 年 玉 


37 ペ ー ジ 


こと ば | ! 


Я ж ~ (お じ さ ん 、 い と こ 、 お ば さん 、 お い 、 佐 藤 人 ん ) 
物 (Ж. ЖОЛА, гж, ж, 電池 


2) 詩歌 д = № | 
3) их (ЖЖ ЛОН. ВЕ, м 結婚 式 ) 
4) お みや げ (マト リョ ー シ カ 、 東 京 タ ワー の ボー ル ペ ン 、 А 
エメ レミ : 術 館 、 ICSPb の T シ ャ ツ ) 
5) けい こ ご НН в Уул, її, Эй) 
6) 海産 物 (エビ 、 あ ベベ ズ 、 イ カ 、 タ ユ コ 、 ワ カメ ) 
2. こと ば の 説明 を 左 か ら え らん で 線 で つなぎ な さい 。 
1) 贈り 物 に た くす + 何 度 も 、 つ ね に する こと 。 М 
2) 負担 に な る ・ 自分 が で きる 以上 に あたえ られ た 
仕事 や 期待 で こま る こと 。 
3) 日 常 的 ・ プレ ゼン ト を する こと を と お し て 
気持 ち を 伝え る こと 。 
4) ひん ぱん (に ) ‹ プレ ゼン ト を も ら っ た 後 、 そ の 人 
5: に レセ ピン トド 人 を ずる こよ 。 (8 
5) お 返し ・ 毎日 する こと 。 
3. 関係 の ある 言葉 を 線 で つなぎ な さい 。 
- жй 時 
師走 ` | 
結婚 式 Е У お 歳暮 


а эй 4 ГЕ) 


„әй, 


こと ば 漢字 


/. май бе на.5 ишли раньше 


5 ペー ジ 


正確 
最大 
遅刻 
程度 
寝坊 
間 違 
記憶 
体調 
道路 
渋滞 


交通 機関 (こう つう きか ん ) 


知れ 
複数 
ЖЖ 


(せい か く ) 
(さい だ い ) 
(ちこ く ) する 
(て い ど ) 

(ね ぼう ) する 


う (まち が う ) 


( き お く ) する 
(た いち ょ う ) 
(255) 

(じゅ うた い ) 


(みだれ ) ад 
(ふく すう З лаар 


(や くそ さく) 


6 ペー ジ 


> 


家庭 
続く 
説明 
両方 
状態 
理解 
判断 
時 期 


(か て い ) 
(ひつ よう ) 
(つづ く ) 

(せつ めい ) 
(りょう ほう ) 
(じょう た い ) 
(りか い ) する 
(は ん だ ん ) する 
(じき ) 


точность 
наибольший, максимальный 
опоздать 
уровень, степень, границы, стандарт 
проспать, поздно встать 
ошибиться 
запомнить 
здоровье, физическое состояние . 
дорога 
пробка 

транспорт, средство передвижения. · 
беспорядок 


многократный > множественное число 


у? обещание, соглашение 


домашний, дом, семья 
необходимость 
продолжиться, длиться 
объяснение 


оба, обе стороны 


‚ состояние 


ПОНЯТЬ 
судить о чем, сделать заключение 


сезон, время 
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お 客 さ ん (お きゃ くさ ん ) 
取得 (し ゅ と く ) する 
7 ペー ジ 

行動 (こう どう ) 
早 目 に 

し つけ 
到着 (と うち ゃ く ) 
信用 (し ん よう ) 
取引 先 (と り ひ き さ き ) 
ЖА (お こる ) 

誘わ れる (さそ われ る ) 
お た が いさ ま 


する 


* 遅 刻 し て も 、 お た が い 


さま と 目 を つぶ る こと も あ поскольку сами попадаем в аналогичную 


る で し まう 。 

8 ペー ジ 
授業 (じゅ ぎょ う ) 
講義 (こう ぎ ) 
始業 (し ぎょ う ) 
先輩 (せん ぱい ) 


指導 教育 (し どう きょう か ん ) 


論文 ( ろ ん ぶ ん ) 
訪ね る (た ず ね る ) 
11 ペ ー ジ 
適当 (て きとう ) 
許す (ゆる す ) 
12 ペ ー ジ 

も うし わけ あり ませ ん 
長引く 

営業 (そい ぎょ よう ) 
事故 ( じ こ ) | 


гость, клиент, покупатель 
приобрести, добиться чего 


р ҥч 


действие, поступок 
пораньше 
воспитание 
прибыть 

доверие 

клиент, деловой партнер 
рассердиться, отругать 
приглашаться 

тоже самое, аналогичная ситуация, 
такое же положение 


Иногда закрываем глаза на опоздание, 
ситуацию. 


занятия, урок 

лекция 

начало работы (занятий) 

старший, старший товарищ 

научный руководитель, `` 

руководящий преподователь 

научная работа, диссертация, статья 

посетить, навестить, идти в гости 
パフェ 

подходящий, соответствующий 

простить, извинить, разрешить 


прошу прошения, извините, я виноват(а) 
длиться долго, затянуться 
работа с клиентами 


происшествие, авария 
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13 ペ ー ジ | 


残業 (ざん ぎょ う ) сверхурочная работа 
荷物 (に も つ ) посылка, груз, багаж 


配達 (は いた つ ) доставка 


Т 


20 ペ ー ジ 

年 末 (ね ん まつ ) конец года 

年 度 (ね ん ど ) учебный год М 
手帳 (て ちょ う ) записная книжка 


住所 録 (じゅ うし ょ ろく ) адресная книга 
早見 表 (は や み ひ ょ う ) таблица, список 


西暦 (せい れき ) христианское летосчисление 

#1 (われ き ) ` японский календарь 

時 間 割 ( じ か ん わり ) расписание уроков, занятий 

年 間 予定 表 (ね ん か ん よ て いひ ょ う ) годовой план 

臨機 応変 (りん き お う へ ん ) действовать в соответствии 
с обстоятельствами 

21 ペ ー ジ 

再来 週 (さら いし ゅ う ) черездве недели 

経済 (けい ざい ) экономика 

講演 (こう えん ) | лекция 

準備 (じゅ ん び ) する готовиться к чему-либо 

資料 (し りょう ) материалы 

д7 

全部 (ぜん ぶ ) всё, целиком, полностью 

留学 (りゅう が く ) する учиться за границей 

面接 (めん せつ ) интервью, собеседование 


必要 書類 (ひつ よう し ょ る い ) необходимые документы 
履歴 書 ( り れ き しょ) резюме, CV 
在学 証明 書 (ざい が くし ょ うめ いし ょ ) удостверение о зачислении 


в университет/школу 
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推薦 状 (すい せん じょう ) рекомендательное письмо с: 
23 ペ マー ジ | 
観光 (か ん こう ) ‚ туризм, экскурсия 

相談 (そう だ ん ) する посоветоваться, консультироваться 
24 ペ ー ジ 

専門 家 (せん も ん か ) специалист 

招待 (し ょ うた い ) する пригласить РЕ: . 

開催 (か いさ い ) открыть, состоится | 

一 緒 (いっ し ょ ) に вместе 

一 般 向け (いっ ぱん むけ ) популярный 

企業 ( き ぎ ょ う ) предприятие 


3. Әнә рвокдения а праддниви | 


25 ペ ー ジ 

誕生 日 (た ん じょう び ) день рождения 

26 ペ ー ジ 

健康 (けん こう ) здоровье 

結婚 式 (けっ こん し き ) _ свадьба 

満月 (まん げ つ ) полнолуние 

27 ッ マージ 

きっ か け повод 

ЧАЙ), отголосок 

お 年 玉 (た し だ ま ) новогодний подарок (в виде денег) 

習慣 (しゅう かん) обычай 

長寿 (ちょ うじ ゅ ) долголетие | 
節目 (ふし め ) события, которые отмечают этапы своей жизни 
還暦 (か ん れき ) шестидесятилетие 

РЕ АЈ ° 7 шестидесятилетний цикл (летосчисление) | 
ちゃ ん ちゃ ん こ жилет (для детей) 
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28 ペ ベー ジ 

и) + (Их) григорианский календарь 

月 の 満ち 欠け (みち か け ) фазылуны 

太陰 暦 (た いい ん れき ) лунный календарь 

年 中 行事 (ね ん ちゅ う ぎ ょ うじ ) годовой календарь по праздни- 
кам, мероприятиям 


参拝 (さん ば い ) する посетить храм 


けが れ を は ら 2 う очистить нечистое состояние (места, души) :' 

(5%) まく разбросать (бобы) | 

太 巻 き (ふと まき ) роллы (толстые роллы) 

すこ や か (な ) здоровый 

模 す (も ) символизировать 

立身 出世 ( り っ し ん し ゅ っ せ ) успехв жизни, карьера 

供養 ( く よ う ) помин, поминать покойника 

先祖 (せん ぞ ) предки 

墓参 り (は か まい り ) посетить могилу 

実家 ( じ っ か ) родительский дом, родная семья 

年 越し (ЕШ 1), з: провожать старый год (и встречать новый 
год) 

30 ベ ページ HU . 

驚く (お どろ く ) удивиться 

卒業 生 (そつ ぎょ ようせい ) выпускники 

納め る (お さめ る ) получить 

健勝 (けん し ょ う ) хорошее здоровье 

活躍 (か つや く ) проявление плодотворной деятельности 

期待 (きた い ) ожидания, надежда 

31 ペ マー ジ , 

入試 (に ゅ うし ) вступительный экзамен 

突破 (と っ ぱ ) する . прорвать 

晴れ る (は れる ) (погода) прояснеть, (настроение) чувствовать 
себя легко 

拝 (は いけ い ) начало офицального письма, «Уважаемый» 


(обязательно использовать в паре с 8 Е.) 
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敬具 (けい ぐ ) 


慶 ぶ (よろ こぶ ) 
感謝 (か ん し ゃ ) 


敬意 (けい い ) св. 


32 ペ ー ジ 
店 舗 (て ん ぱ ぽ ) 
御社 (お ん し ゃ ) 
発展 (は っ て ん ) 
乾杯 (か ん ば ぱい) 
33 ペ ー ジ 

創立 (そう りつ ) 


36 ペ ー ジ 
歳暮 (せい ば ぽ ) 
贈る (お くる ) 
検討 (けん と う ) 
価格 (か か く ) 
帯 (た い ) 
平均 (へ いき ん ) 
値段 (ね だ ん ) 
38 ペ ー ジ 
品物 (し な も の ) 
詩歌 (し いか ) 


я 


конец офицального письма, «С уважением» 


(обязательно использовать в паре с #7) 


обрадоваться 


‚ благодарность 


уважение 48 


магазин дәп 
ваша компания (вежливое выражение) 
развитие 


тост 


учреждение, основание 


я. “Nsgapsk - oh дна gbaocerus, 


подарок, делаемый в конце года 


подарить 
рассмотрение, исследование Ми 
цена, стоимость Б, 
зона ーー > 


среднее число 
цена 


STOBaD。 вещь 


стихи, стихотворение 


Смак 


НХ 


(か ん こん そう さい ) всякие житейские обряды (слово CO- 
жено из 4 основных обрядов в жизни; 
ЛЕ 一 совершеннолетие, # — свадьба, 
ЗЕ — похороны, и  —поминальные об- 
ряды) 


日 常 的 (= ち じ ょ う て き ) повседневный ! 


AIBAE BM 
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お みや げ 

ひん ぱん (に ) 

中 元 (ちゅ う げ ん ) 
贈り 物 に た くす 
仲人 (な こう ど ) 
Шут 
海産 物 (か いさ ん ぶつ ) 


負担 (ふた ん ) に な る . 


お 返し (お か え し ) 
包み 紙 (つつ み が み ) 
39 ペ ー ジ 

正式 な (せい し き ) 
水引 (みず ひき ) 


Oe | 
添え 状 (そえ じょう ) 
文例 (な ん れい ) 
р 


не (きん けい ) 
座 白 (きん ば ぱく) 


42 ペ ー ジ 
香典 (こう で ん ) 


подарок, сувенир (после поездки) 

часто, постоянно 

подарок, делаемый в средине лета 

выразить чувства через подарок 

сват/сваха (человек, кто помогает свататься) 
упражнение по исскуству, спорту 
морепродукты 

обременить 

ответный подарок 

обёрточная (упоковочная) бумага 


формальный 
верёвочки, завязанные узлом в подарке или 
в конверте 
=. 
сопроводительное письмо 
литературный образец, пример, шаблон 


начало офицального письма, «Уважаемый» 
(обязательно использовать в паре с НН) 
конец офицального письма, «Уважаемый» 
(обязательно использовать в паре с #5) 

В 
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